
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
漁
業
離
職
者
に
係
る
職
業
転
換
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
暫
定
措
置
）

（
漁
業
離
職
者
に
係
る
職
業
転
換
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
二
条

就
職
促
進
手
当
、
訓
練
手
当
、
求
職
活
動

支
援
費
、
移
転
費
、
職
場
適
応
訓
練
費
、
就
業
支

度
金
及
び
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
は
、
第

一
条
の
四
第
一
項
、
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項

ま
で
、
第
三
条
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
第

一
項
並
び
に
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
該
当

す
る
者
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し

て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条

就
職
促
進
手
当
、
訓
練
手
当
、
求
職
活
動

支
援
費
、
移
転
費
、
職
場
適
応
訓
練
費
、
就
業
支

度
金
及
び
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
は
、
第

一
条
の
四
第
一
項
、
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項

ま
で
、
第
三
条
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
第

一
項
並
び
に
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
該
当

す
る
者
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し

て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

就
職
促
進
手
当
は
、
漁
業
離
職
者
（
漁
業
経

営
の
改
善
及
び
再
建
整
備
に
関
す
る
特
別
措
置

法
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十

二
条
に
規
定
す
る
者
の
う
ち
、
船
員
法
第
一
条

第
二
項
第
三
号
の
漁
船
の
範
囲
を
定
め
る
政
令

第
二
号
の
漁
船
の
範
囲
を
定
め
る
省
令
（
令
和

二
年
国
土
交
通
省
令
第
九
十
五
号
）
第
一
条
第

一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
沖
合
底
び
き
網
漁
業
の

う
ち
、
北
緯
四
十
三
度
の
線
以
北
、
東
経
百
三

十
九
度
の
線
以
東
の
太
平
洋
の
海
域
を
操
業
区

域
と
す
る
も
の
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
以
西

底
び
き
網
漁
業
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
大
中

型
ま
き
網
漁
業
の
う
ち
、
北
緯
二
十
一
度
の
線

以
北
、
東
経
百
四
十
度
の
線
以
東
、
東
経
百
七

十
九
度
の
線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域
（
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
及
び
日
本
海
の
海
域
を
除
く
。）を
操
業

区
域
と
す
る
も
の
、北
緯
二
十
一
度
の
線
以
北
、

東
経
百
三
十
二
度
の
線
以
東
、
東
経
百
三
十
五

度
の
線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域
（
日
本
海
の
海

域
を
除
く
。）を
操
業
区
域
と
す
る
も
の
並
び
に

島
根
県
と
山
口
県
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お

け
る
境
界
点
北
西
の
線
以
南
の
日
本
海
、黄
海
、

東
シ
ナ
海
及
び
南
シ
ナ
海
の
海
域
を
操
業
区
域

と
す
る
も
の
、
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
遠
洋
か

つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
若
し
く
は
同
項
第
九
号
に

一

就
職
促
進
手
当
は
、
漁
業
離
職
者
（
漁
業
経

営
の
改
善
及
び
再
建
整
備
に
関
す
る
特
別
措
置

法
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十

二
条
に
規
定
す
る
者
の
う
ち
、
漁
業
法
第
五
十

二
条
第
一
項
の
指
定
漁
業
を
定
め
る
政
令
（
昭

和
三
十
八
年
政
令
第
六
号
）
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
沖
合
底
び
き
網
漁
業
の
う
ち
、
北
緯
四

十
三
度
の
線
以
北
、
東
経
百
三
十
九
度
の
線
以

東
の
太
平
洋
の
海
域
を
操
業
区
域
と
す
る
も

の
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
以
西
底
び
き
網
漁

業
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
大
中
型
ま
き
網
漁

業
の
う
ち
、
北
緯
二
十
一
度
の
線
以
北
、
東
経

百
四
十
度
の
線
以
東
、
東
経
百
七
十
九
度
の
線

以
西
の
太
平
洋
の
海
域
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
及
び

日
本
海
の
海
域
を
除
く
。）を
操
業
区
域
と
す
る

も
の
、
北
緯
二
十
一
度
の
線
以
北
、
東
経
百
三

十
二
度
の
線
以
東
、
東
経
百
三
十
五
度
の
線
以

西
の
太
平
洋
の
海
域
（
日
本
海
の
海
域
を
除

く
。）を
操
業
区
域
と
す
る
も
の
並
び
に
島
根
県

と
山
口
県
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境

界
点
北
西
の
線
以
南
の
日
本
海
、
黄
海
、
東
シ

ナ
海
及
び
南
シ
ナ
海
の
海
域
を
操
業
区
域
と
す

る
も
の
、
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
遠
洋
か
つ

お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
若
し
く
は
同
項
第
九
号
に
掲

げ
る
近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
（
総
ト
ン
数

二
〜
七

（
略
）

二
〜
七

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

掲
げ
る
近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
（
総
ト
ン

数
十
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未
満
の
動
力
漁
船
に

よ
る
も
の
を
除
く
。）又
は
中
型
い
か
釣
り
漁
業

（
総
ト
ン
数
三
十
ト
ン
以
上
百
三
十
九
ト
ン
未

満
の
動
力
漁
船
に
よ
り
釣
り
に
よ
つ
て
い
か
を

と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業
を
い
う
。）の
う

ち
、
北
緯
二
十
度
の
線
以
北
、
東
経
百
六
十
九

度
の
線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域
を
操
業
区
域
と

す
る
も
の
若
し
く
は
東
シ
ナ
海
は
え
縄
漁
業

（
北
緯
二
十
八
度
の
線
以
北
、
東
経
百
二
十
五

度
の
線
以
東
、
東
経
百
二
十
七
度
の
線
以
西
の

東
シ
ナ
海
の
海
域
に
お
い
て
総
ト
ン
数
十
ト
ン

以
上
の
動
力
漁
船
に
よ
り
は
え
縄
を
使
用
し
て

あ
ま
だ
い
又
は
ふ
ぐ
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
漁
業
を
い
う
。）に
従
事
し
て
い
た
者
（
船
員

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十

号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
船
員
（
以
下

「
船
員
」
と
い
う
。）と
な
ろ
う
と
す
る
者
を
除

く
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
つ
て
、
次
条

第
一
項
又
は
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
令
和
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
漁
業
離

職
者
求
職
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
も
の
（
附
則

第
五
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
手
帳
が
効
力
を
失

つ
た
者
を
除
く
。
以
下
「
手
帳
所
持
者
で
あ
る

漁
業
離
職
者
」
と
い
う
。）で
あ
り
、
か
つ
、
公

共
職
業
安
定
所
の
指
示
に
よ
り
厚
生
労
働
省
職

業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
行
わ
れ

る
漁
業
離
職
者
の
再
就
職
の
促
進
の
た
め
の
職

業
指
導
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
五
条
第
二

項
第
四
号
に
お
い
て
「
就
職
指
導
」
と
い
う
。）

を
受
け
て
い
る
も
の

十
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未
満
の
動
力
漁
船
に
よ

る
も
の
を
除
く
。）又
は
漁
業
経
営
の
改
善
及
び

再
建
整
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭

和
五
十
一
年
政
令
第
百
三
十
二
号
）
第
六
条
第

九
号
に
掲
げ
る
中
型
い
か
釣
り
漁
業
の
う
ち
、

北
緯
二
十
度
の
線
以
北
、
東
経
百
六
十
九
度
の

線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域
を
操
業
区
域
と
す
る

も
の
若
し
く
は
同
条
第
十
一
号
に
掲
げ
る
東
シ

ナ
海
は
え
縄
漁
業
に
従
事
し
て
い
た
者
（
船
員

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十

号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
船
員
（
以
下

「
船
員
」
と
い
う
。）と
な
ろ
う
と
す
る
者
を
除

く
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
つ
て
、
次
条

第
一
項
又
は
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
平
成
三
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
漁

業
離
職
者
求
職
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
も
の

（
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
手
帳
が
効

力
を
失
つ
た
者
を
除
く
。
以
下
「
手
帳
所
持
者

で
あ
る
漁
業
離
職
者
」
と
い
う
。）で
あ
り
、
か

つ
、
公
共
職
業
安
定
所
の
指
示
に
よ
り
厚
生
労

働
省
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て

行
わ
れ
る
漁
業
離
職
者
の
再
就
職
の
促
進
の
た

め
の
職
業
指
導
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
五

条
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
「
就
職
指
導
」
と

い
う
。）を
受
け
て
い
る
も
の

第
三
条

公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
令
和
五
年
六
月

三
十
日
ま
で
の
間
、
漁
業
離
職
者
で
あ
つ
て
、
次

の
各
号
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
、
漁
業
離
職

者
求
職
手
帳
（
以
下
「
手
帳
」
と
い
う
。）を
発
給

す
る
。

第
三
条

公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
平
成
三
十
五
年

六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、漁
業
離
職
者
で
あ
つ
て
、

次
の
各
号
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
、
漁
業
離

職
者
求
職
手
帳
（
以
下
「
手
帳
」
と
い
う
。）を
発

給
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

令和年月日 月曜日 第号官 報
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